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	中脳間脳ドーパミン作動性ニューロン（mdDA）の発達過程における分化と維持に重要な転写制御因子です。発達過程における重要性に加え、mdDAニューロンの長期的な生存と維持にも役割を果たします。中脳間脳ドーパミン作動性ニューロン（mdDA）の発達過程における分化と維持に重要な転写制御因子です。発達過程における重要性に加え、mdDAニューロンの長期的な生存と維持にも役割を果たします。mdDAニューロンの発達に必須のSLC6A3、SLC18A2、TH、DRD2などの遺伝子のNR4A2/NURR1を介した転写を活性化します。 NR4A2/NURR1とコリプレッサーNCOR2/SMRTの相互作用を減少させることで作用します。NCOR2/SMRTはヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）を介して作用し、NR4A2/NURR1標的遺伝子のプロモーターを抑制された脱アセチル化状態に保ちます。正常な水晶体の発達と分化に不可欠です。水晶体上皮細胞の有糸分裂活性の維持、線維細胞の分化、および線維細胞特異的クリスタリンの時間的および空間的活性化の制御において重要な役割を果たします。前水晶体上皮においてFOXE3の発現を正に制御し、PROX1の発現を負に制御することで、CDKN1B/P27Kip1およびCDKN1C/P57Kip2の活性化を防ぎ、水晶体上皮細胞の細胞周期を維持します（類似性による）。
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	U87-MG 細胞溶解物中の PITX3 発現のウエスタンブロット解析。

